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OFPEOPLEWHONEEDSCANCERMEDICATIONAND/OR

AFrERCARESERVICES.The22孳 一 

InternationalAssociationofCancerRegistries, 

27)lwase,A,,Kitazawa,Y.,Ohno,Y.,Ansan,1.,Chauhan, 

B.(2000).COMPARISONOFTHETHRESHOLDVALUEOF 

SITAWTCHTHATOFCONVENTIONALPERIMETRYBY 

HUMPHREYFIELDANALYZER-NGLAUCOMA 

PATIENTS.ARVO,41(4),466,

28)中 山 博 文,辻 本 朋 美,三 浦 早 苗,大 野 ゆ う子,山 口武 典,

亀 山 正 邦(2000),一 般 市 民 の脳 卒 中 に対 す る イ メ ー ジ.脳

鋤156.

29)高 橋育代,久 米弥寿子,小 笠原知枝(2000).が ん患者の

苦悩 に対す る自助 グル ープの情緒 的サ ポー ト効果,.,

露研究学会雄誌.23`3、,181.

30)長 坂正子,久 米弥 寿子,小 笠原 知枝(2000) .終 末期がん患

者 に対す る看護師 の感情 ・行動傾 向一死 のアウェアネス理論

による分析,第20回m看 講科学単会学術 集会謹溜 集.65.

4.研 究 助成

1)阿	 曽洋子(代 表),吉 田光雄,平 井富弘,小 笠原知枝,大 野

ゆ う子,平 河勝美,久 米 弥寿子,辻 聡子,高 田喜代子,田 中

結華(2000)..基 礎看 護技術の理論化 に関す る研究一 日常生

活 の援 助技術 に対す る行動科学的分析一.立 部省科学 研寄脅

幽 基盤研 究(B).

2)阿	 曽洋子(分担研 究員),高 田喜代 子,上 原 ます子,高 沢洋子,

原 田俊子,藤 原 恵美子,保 田みつ子,杉 本信子(2000).褥 瘡治

療 ・看護 ・介護 ・介護 機器 の総合評価な らびに褥瘡予防に関

する研究.厚 牛省轟奔窟犖研究專爨助成金.

3)大	 野ゆう子(代表),稲 邑清也,武 田裕,高 橋隆,井 上俊彦,

門田守人,木 村通 男,山 口直人,小 山和伸(2000).パ ス解

析によ る病院運営 合理化 の研 究 一タイムスタデ ィおよび治

療 法選択過程をも とに して 一.立 部省科学研究脅補 助金.

基盤研究(B).

4)久	 米弥寿 子(2000).人 間関係技術 にお けるロールプ レイ学

習による態度育成.立 部 省科 学研{究曹補助金.奨 励研究 

(A).

5)高	 田喜代 子(2000)。 褥瘡お よびそ の予 防に対す る ドレッシ

ング材使用 の実態 調査.立 部省科学研 霾脅補助余一奨励研

究(A).

母性 ・小児看護学講座

1.論 文(原 著,総 説,報 告 書 等)

1)平	 山宗宏,鈴 木敦子,徳 永雅子 他(2000).添 付児童虐待の防

止に"保 健'°はどう挑む のか、公衆銜牛悋輻.903.6-15.

2)鈴 木敦 子(2000).小 児看護教育 とイ ンフォーム ドコンセ ン ト:

子 どもの人格発達 をふまえて.ノト嬋看講23r13、.1727-1730.

3)原	 田徳蔵(2000).小 児の下痢症 にお ける病 因の変遷、乳児難

治性下痢症.幽31-36.

4)原	 田徳蔵(2000).厚 生科学研 究:小 児薬物療法にお ける医

薬品の適正使用の問題点 の把握及び対策に関する研 究一

〇ff-label医薬品等 に関す る日本 小児栄養消化器病学会 の

prioritylist.11ノ 、「 口冨9巾=,ク 」曙

報 告 晝,.igaigi. 

5)Shima,M.,Tanae,A.,Miki,K.,Matsumoto,S.,Nakajima,S.,
 

Harada,T.,Shinagawa,T.,Tanaka,T.,Okada,S.(2000).Mecha-

nismforthedevelopmentofovariancystsinpatientswithcongeni-

tallipoidadrenalhyperplasia.Eutoロean∫oumaiofEndoc血olo¢v.

里274-279.
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6)高	 木 洋 治(2000).NutritionSupportに 必 要 な 基 礎 知識5.

a午掌 齊争朋F・経 陽 ξ漣蓉.沿 療 単,34(2)150-153.

7)高	 木 洋 治(2000).銅 の 生 理 作 用 と栄 養 と して の意 義 

JJPEN,22(3).155-160.

8)高	 木 洋 治(2000).市 販 輸液 の種 類 と特 性(1)末 梢 ル ー ト

輸 液.臨 床 遡541-553.

9)高	 木 洋 治(2000).輸 液 剤 か らみ た 各種 病態 へ の 適 応 ・

中心 静 脈 栄 養 輸液 ・ビ タ ミ ン微 量 元 素,救 急 医.2A 

X943-952.

10)高 木 洋 治 、 山東 勤 弥 、和 佐 勝史 、 吉 田 洋 、 岡 田 正

(2000).高 カ ロ リー 輸 液 の 処 方 と組 み 立 て 方.Medical 

Practice.17.147-157.

11)吉 田洋 、 山 東 勤 弥 、和 佐 勝 史 、 高 木 洋 治 、 岡田 正

(2000).在 宅 栄 養管 理.臨 床 医2.6(21.185-187. 

12)CuiL,TakagiY,SandoK,WasaM&OkadaA:NitricOxide 

syntheseinbibitorattenuatesinflammatorylesionsintheskin 

ofzinc-deficientrats.Nutrition,16,34-41,2000.

13)楢 木 野 裕 美(2000).医 療 者 や 親 のか か わ り と検 査 ・処

置 を受 け た 子 ど もが 抱 い た 思 い,ノ 吋 甲看 講,23`13、. 

1758-1762.

14)蝦 名 美智 子,鈴 木敦 子,楢 木 野 裕 美 他(2000).検 査 ・

手術 を受 け る 子 ど もへ の イ ン フ ォー ム ドコ ンセ ン トー

看 護 の実 態 とケ ア モ デ ル の構 築 一,平 成10～11年 庠

文 部 省科 学 研 究 輻 告 書.

15)半 田浩 美,鈴 木敦 子,楢 木 野裕 美 他(2000).「 子 ど も

へ検 査 ・処 置 に つ い て説 明 を 行 う こ と」に 関 す る文 献

検 討,神 戸 古 看 講 夫 単 經 專.4.7-15.

16)中 村 敦 子,鈴 木 敦 子,楢 木 野裕 美 他(2000).入 院 して

い る子 ど もの 遊 び に対 す る看 護 者 の認 識 一看 護 経 験年

数 に よ る 比 較 一,大 阪 大 単 看 講 単 雜 誄.6`1).1422.

17)炭 原 加 代,宮 前 由喜 子,中 嶋 有 加 里,田 間 惠 實 子,山

地 建 二(2000).大 学 生 の 月経 随 伴 症 状 と 日常 生活 状

況 に つ い て.大 阪 母 株 衡 牛単 令 難 誄.36`1、.129-133.

18)中 嶋有加里,染 原和子,谷 口武,村 田雄二,山 地建 二

(2000).妊 婦 の自動車運転 に関す る研究(第4報)一

運転時 と助 手席乗車時の子宮収縮 自覚の比較一,太 阪

大学看誨単 雄訣.6(1).24-33.

19)中 嶋有加里,山 口雅子,炭 原加代,田 間惠貴子,染 原

和子,谷 口武,山 地建二,村 田雄二(2000).マ タニ

ティ ドライ ビングに対す る意見 一質問紙 の 自由記載

回答欄 か ら一.大 阪母樽衝牛学全難誄.36(11.24-30,

20)宮 前 由喜子,中 嶋有加里,山 口雅子,炭 原 加代,田 間

惠 實子,山 地 建二(2㎜).産 褥 早期 の母親 に関す る

研究 一児 を 「抱 く」ことに対す る思 いにつ いて一.太

阪母性鵆 牛挙会蘇識36(1),50-53.

21)竹 中佳織,藤 原靖子,山 田晶子,水 畑喜代子,中 嶋

有加里,山 口雅子,炭 原加代,田 間惠 實子,山 地建

二(2000).妊 娠線の予防に関す る基礎的研究.大

阪母樽衝 牛犖令難訣.36`1、,19-23.

22)平 田直子,木 村佳奈,斉 藤 由美,谷 口愛,横 山可奈,小 野塚

大介,田 間惠實子,中 嶋有加里,山 口雅子,炭 原加代,山 地

建二(2000)。 顔貌 の出生 直後 の経 時的 変化.太 阪 母性衛生堂

会36(1),66-68.

23)斉 藤 由美,谷 口愛,横 山可奈,木 村佳奈,平 田直子,小 野塚

大介,中 嶋有加 里,山 口雅子,炭 原 加代,田 間惠 實子,山 地

建二,西 村明子(2000).出 生 直後か らの顔貌変化 一パ ターン

化の試み一,大 阪母樽銜‡単会難訣.36(1).69-71,

24)木 村 佳奈,平 田直子,斉 藤 由美,谷 口愛,横 山可奈,小 野塚

大介,田 間惠實子,中 嶋有 加里,山 口雅 子,炭 原 加代,山 地

建二,西 村明子,三 宅和美,田 村真 美(2000).コ ン ピュータ

を用 いた育児支援の試み,大 阪母件衛4・単 全難誌.36(11,159-

161,


25)山 地 建二,中 嶋有加里,炭 原加代,田 間惠 實子,梶 本勝,冨

田和彦,谷 口武,橋 上英子.(2000).妊 婦 に発症 した外 陰膣炎

及び外陰そ う痒症に対す る弱酸性 ・低刺激性洗浄料 セバメ ドR

フェイス&ボ ディウォッシュの使用成績.母 楫・衞 牛.41(4). 

517-525.


2.単 行本(著#.翻 訳本)

1)南	 裕子,野 嶋佐 由美,鈴 木敦子他(2000).子 どもに現れ る自閉、

幼児虐待 と家族へ の介入.ナ ースによ る心のケアハ ン ドブ ッ

ク」(PP.).照林社.

2)原	 田徳蔵(2000).在宅医療の実際:在宅 中心静脈栄養.千代豪昭,

船戸正久編 ・一 ヱニュ 、

ヱルΦp23-26Xpp.69-71)・大 阪府医師会勤務医部会,小 児の在

宅 医療 シス テム検討委員会編

3)高	 木洋治(2000).微量元素欠乏症 ・多賀須幸男,尾 形悦郎編,AZ


且9.i`a111(pp594-595).医 学 書院,


4)楢 木野裕美(2㎜).活 動意欲 が低 下 している子 どものケア.

小島操子,時 安真智子編,看 護の コツ と落 とし穴5.△ 児置 護

(p65).東京:中山書店.

5)楢 木野裕美(2000)。児童虐待 を受 けた子 ども と親へ の援助.小

島操 子,時 安真智子編,看 護 のコッ と落 とし穴5.△ 児 晝護

(p114-115),東 京:中山書店.

6)楢 木 野裕美(2000).多 動症候群 ・注意欠陥障害。野 嶋佐 由美,

南裕 子監修,ナ ー スによる心 のケアハ ン ドブック(p130・131),

東京:照林社.

7)中 嶋有加里(2000).マ タニテ ィ ドライバーへのア ドバイス.小

島操 子,末 原紀美代編,看 講 のコツ と薄 とL穴4.一 女性 ・母

性妊 くp&9).中山書店.

8)竹 村喬,中 嶋有加里,山 地建二,小 山田浩 子(2000).保 健指

導 の意義 と歴史的推移.竹 村秀雄編,母 親学級 ・両親単級指

遵ヱニュヱ ル(P14-23)・メディカ出版.

3.学 会発 表(抄 録,Proceeding)

1)原 田徳蔵(2㎜).シ ンポジウムー遺伝性疾患 の患者 を持 った家
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族へ の援助:Prader-Willi症 候群 とその家族の援助.籃2生 回

m臨 庚揖俣学令.

2)原	 田徳蔵(2000)。小児 の栄養管理一小児の生活習慣病を中心

に.12、 △ ・ △.

3)舩	 橋舞,村 上聖女,安 住美知代,服 部夏奈,原 田徳蔵(2000).

プラダー ・ウィリ症候群児の社会適応行動及び性格特 性の実

態 と親の養育態度 との関連 にっ いて.第145同 大阪ノト嬋科単 

y


4)服	 部夏奈,原 田徳蔵,中 谷信 章,安 住 美知代,乾 幸治,岡 田

伸太郎,加 藤伴親,北 田実男(2000).小 児期 における β3ア

ドレナリン受容体遺伝子変異 と肥満 ・血 清脂質 の関連 につい

て.第18同 胛満.巣 着瞳害研究全 、

5)安 住美知代,原 田徳蔵,塚 本紘 子,酒 井 規夫,乾 幸 治,岡 田

伸太郎(2000).Methylation-PCR法 によるPrader-WilliSyn-

dromeの 診断.第28同 癸吉里常研究癸.

6)川	 井正信,虫 明聡太郎,三 善 陽子,田 尻仁,岡 田伸太郎,川

原央好,岡 田正,原 田徳蔵,藤 川泰弘(2000).著 しい脊柱轡

曲による十二指腸通過障害 を伴 う周期性 嘔吐発作に対 し外科

的治療 が奏 功 した1症 例.第13同 沂欝ノ貼甲科学令.

7)島	 雅昭,田 苗綾子,三 木和典,勝 又規行,中 島滋郎,原 田徳

蔵,品 川隆,田 中敏章,岡 田伸太郎(2000).先 天性 リポイ ド

過形成症 における卵巣嚢 種形成 メカニズム の検討.103回

m/i、 環科単全.

8)虫	 明聡太郎,神 尾範子,澤 田敦,近 藤宏 樹,多 田香苗,三 善

陽子,田 尻仁,岡 田伸太郎,原 田徳蔵,佐 々木隆 士,長 谷 川

利路,岡 田正(2㎜).先 天性腸管微絨 毛萎縮症に対す る生体

小腸移植(経過報 告).27ロ バ1'△.

9)徳	 光洋子,虫 明聡太郎,近 藤宏樹,田 尻仁,岡 田伸太郎,大

植孝 治,岡 田正,原 田徳蔵(2000).膵 頭細胞症 の3症 例 の長

期経 過につ いて.27ロ ハ1"ム.

10)那	 須野明香,田 尻 仁,澤 田敦,近 藤宏樹,三 善 陽子,虫 明聡

太郎,岡 田伸太郎,曹 英樹,中 島清一,川 原央 好,原 田徳蔵

(2000)..著 明な椎体の変形 を伴 う胃食道逆流症 に対 して腹腔

鏡下噴 門形成術が有効 であった重度心 身障害者 の1例.第2Z

ロ ノ、1"△.

11)高 木洋 治(2000).微量元素 の重要性 一味覚 との関連 一.太阪盧

巣着十会‡涯学習研fir.大 阪.

12)高 木洋 治(2㎜),微 量元素 の重要性 と栄養素的考察.三重県臨

庚巣着研究 会特別i研修会.津.

13)高 木洋治(2000).弟6次 改訂 日本人の栄養所 要量一 ミネラルに

ついて 一・集団給 食施設笠 萱内勤務栄養 士班 修会.高 槻.

14)高 木洋治(2000).微量元 素について.奈 良県巣着十Y'Y'涯 単習

班修急 奈 良.

15)高 木洋治、岡田正、(佐藤徳 太郎 、福島恒男、城谷典保、内 山

昌則、竹山廣光、嵩原裕 夫、溝手博義)(2000).在 宅静脈栄養

(HPN)登 録状況一2000年 実施 調査よ り一.存 宰静脈巣差侃pm

曲 千代田.

16)高 木洋治 、岡田正 、山東 勤弥、和 佐勝史 、吉田洋(2000).静脈 ・

経 腸栄養施行時の微 量元素の重要性 につ いて.且...

蛬医 ゜3東 京,

17)高 木洋治(2000).栄養学 にお ける微量元素の重要 性 ,兵厘 県栄

着十套牛涯研 修令.神 戸.

18)高 木洋治(2000).在宅静脈栄養(HPN)と 在宅経腸栄養(HEN)の

現状 と問題点.・'△'ム39大 阪.

19)高 木 洋 治(2000).日 本 に お け るHPNの 現 状 と 問 題 点 .且D

師 合 単 術 夫 会`33、 。大 阪, 

20)HasegawaT,SasakiT,NakaiH,KimuraT.TazukeY
 .SanoK.Wasa
 

M,TakagiY,OkadaA,(MushiakeS,HazadaT,DonoK
 
,Uemoto)
 

(1AOO).Living-relatedsmallboweltrnasplantationfora16-yeaz-old
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埋込式(subcutaneousinfusionport:SIP)とBroviacカ テーテルの
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イ ンフォーム ドコンセ ン トー看護 の実態 とケ アモ デルの構

築 一.立部省科学研究脅,基 盤(B)・

2)山 地建二(代表),村 田雄二,大 森 正昭,中 嶋有加里(2㎜).

妊婦の自動車運転の安全性 に関す る総合的研 究.文部省D
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r-rYnoの 免疫 抑制効果 一立部省科学研 究葎 ・基盤研究(C)・
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のタイプの解 明と彼 ら及 びその子 どもが必要 としている質的
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ピリン喘息症例.ア レルギーの臨 庚.2A(9),749-752.
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究 の動向 と今後の課題 ・-23-32.

20)石 鍋圭子,野 々村典子,吉 田真季,奥 宮 暁子,宮 腰由紀 子,

土 屋陽子,川 波公香,穂 積恵子(2000)・リハビ リテーシ ョン医
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27)小 関真 紀,升 谷 英子,鍋 谷 佳 子,青 木 越 子,藤 本春 美,城
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同北海楢亘鼻咽曝耕鼻寝 アレルギー談話会.

6)荻	 野敏,入 船盛弘,坂 口喜清,丹 生真理子,馬 場謙治

(2000).ス ギ花粉症 におけるQOL(第3法):QOLに 影
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ルギー単全春蛬臨庚夫会.

7)荻 野敏,入 船盛弘,坂 口喜清,丹 生真理子,焉 場謙治
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搬
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9)野	 々村 典子,土 屋陽子,宮 腰 由紀子,奥 宮暁子,小 林幸子,

穂積恵子,石 鍋圭子,山 田京子,吉 田真季,川 波公香,石 川
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10)吉 野幸美,奥 宮暁子(2000).看 護職 の専門的 自律性 と看護過

程 の実態 についての共分散構造分析・一看 護総合 一.缸 凵虱且

D護 堂会亠奈良.
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ふみよ,斎 藤みちよ(2000)・リハ ビリテー ション看護領域の卒

後研 修内容 の検討 一一般看 護婦の全国調査か ら一,鋤

目	 、A1:,一_ぐ 、 愚 △'∠ ム

13)野 々村典子,土 屋陽子,宮 腰 由紀子,奥 宮暁子,小 林幸子,

穂積恵子,石 鍋圭子,山 田京子,吉 田真季,川 波公香,石 川

ふみよ,斎藤 みちよ(2000)・リハ ビリテー ション領域にお ける

看護の役割 ・機能 一職種別全国調査 一1:,一 一ミ'・

ア合同研霾 大套.岩 手.

14)服 部希恵,北 島謙吾,藤 本幸三,大 谷 恵,森 千鶴,國 生拓子,

角屋厚子,小 瀬古隆,森 明美,松 井浄,川 村女里子,巽 章,

楠本賢一,ロ バ ー ト・ア ンダー ス,川 野雅資(2000).三 重県

立志摩病院に入院 中の痴呆状態にあると考え られ る精神障害

者のQOLに 関す る研究.社 団法人 日本精神科看護技術協会.

匿重県支書K看言輸 究4き言まミ.27-29.

15)三 島明子,今 井雪香,江 川隆 子(2000).慢 性血液透析 患者 の

セルフエフィカ シー と自己管理 の関係.第3同 腎不全看誨単
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16)神 谷千鶴,三 島明子,今 井雪香,江 川隆子(2000).慢 性血液

透析患者の 健康行動 に対す るセ ル フエフ ィカシーの特徴.籃

3向 腎不全看講学套.

17)今 井雪 香,江 川 隆子(2000)・看護 大学 生の予防的保 健行動 の

特性 一看護大 学生 と一般大学生 の比較 一,第20回m看 藷

科単単会単術集会.

19)櫻 井 尚子,本 間紀子,井 上智恵,溝 口麻里,山 倉左起子,山 崎

ともえ,林 真 理,佐 々木三男(2000).看 護婦の二交代勤務の

睡眠覚醒 リズム.:..睡 眠学 会第25同 定 期学術 集会.

20)河 原 由香,塩 見一成,太 田純子,刀 谷峰子,寺 師栄,高 橋

章子,河 村葉子(2000).閉 鎖 式吸引回路の有用性の検 討 そ の

1.第2同 日太救魚看講学会.

21)仲	 井美和、浅 草喜久治 、塩見 一成、太田純子、寺師栄、高

橋章子、河村葉 子(2000).ス クィージ ングが循環に与える影

響の考察.第2阿R本 救魚看講学会.

4.研 究 助成

1)小	 松美穂子,奥 宮暁子,巻 田ふ き,板 垣昭代,坂 間伊津美他

(2000).排 尿の体位依存性 に関す る研究一 超音波画像診断法

を用 いて一平 成9年 庶～平 成11年 庶科単研 究費補 助金某盤

幽.

2)野	 々村典子,奥 宮暁子,宮 腰由紀子,他5名(2000).リ ハ

ビリテー シ ョン看 護の専門性確 立のため の看護援助分析.

平成11年 庶厚牛科学研究費補助金(疾 癖持術評価総合研

鑑

3)國 生拓子(2000).精 神科入院患者 のQOLお よびケアの満

足度調査 に基づ くク リテ ィカル ・パスの開発.文 部錮 堂班

究費亠奨 励研究A.

地域看護学講座

1.論	 文(原 著,総 説,報 告 書 等)

1)早	 川 和 生(2000),介 護 保 険 で 日本 の 何 を変 え るの か.上=シ


ン グ ・ト ゥデ イ,15(3),34-35.
 

2)KusanoE.,YorifujiS.,OkunoM.,NakanishiF.,ImaokaH.,
 

MatsuoY.,AbeK.,HayakawaK.(2000).Skinhemodynamics
 

duringchangefromsupinetolateralposition.Journalof
 

NeuroscienceNursin¢,32(31,164-168.


3)早 川 和 生,筒 井 真優 美,羽 山 由 美子(2000).看 護 学 に お け る

先端 科 学 と は:ナ ー シ ン グサ イ エ ン スCOEの 形成 に 向 け

て.看 露 研 寵.33`1),3-13.

4)早	 川 和 生(2000)・ 看 護 学 にお け る先 端 科 学 の推 進.疂 護 班 究1 

3312.

5)早 川 和 生,樋 口康 子(2000)・ 看 護 学 の体 系化 と 大学 院 の役

割:看 護学 を 追 求 して.QualityNursing,6(3),49.

6)早	 川 和 生(2000).老 化 現 象 の 双 生 児 研 究 ・m双;4研 究 学

会 ニ ュ ー ス レ ター.第27昌.18-19. 

7)前 原 澄 子,河 原 宣 子,菅 田 勝 也,田 村 や よ い,早 川 和 生,正 木

治 恵(2000).学 会 の 将 来 展 望 を 語 る.:..看 講 科 学 全 諌.20(3), 

30-39.

8)早	 川 和 生(2000).双 生 児Twin-talk調 査 結 果報 告 に つ い て.東

京:ツ イ ンマ ザ ー スク ラブ.Vo1166.15-19.

g)MasuoK,MikamiH,OgiharaT,TuckML(2000).Sympathetic
 

activityandbodymassindexcontributetobloodpressurelevels.
 

HypertensRes.2000.23,303-310.
 

10)MasuoK,MikamiH,OgihazaT,TuckML(2000).Weightgain-


inducedbloodpressureelevation.HYUertension.?AOO,35,1135-1140.
 

11)MurataniH,KimuraY,FukiyamaK,KawanoY,Fujii7,AbeK,
 

KuwajimaI,IshiiM,ShiomiT,MikamiH,IbayashiSandOmae
 

(?AOO).Controlofbloodpressureandlifestyle-relatedriskfactors
 

inelderlyJapanesehypertensivesubjects.HvnertensRes2000;
 

X441-449.
 

12)MasuoK,MikamiH,OgihazaT,TuckMl(2000).Weightreduc-

tionandpharmacologicaltreatmentsinobesehypertensives.AmJ


旦 幽 」(inpress).

13)足 立 登 志 子,金 谷 絵 美,藤 田 真 実,伊 藤 美 樹 子,千 代 豪

昭,三 上 洋(2000),小 児 在 宅 高 度 医 療 を 行 う 家 族 の 主 観 的

We皿 一Beingと 家 族 関 係 に 関 す る 研 究 .R太 地 域 看 講 学y

誌.2鸚61-68.

14)藤 田 真 実,伊 藤 美 樹 子,三 上 洋,有 馬 和 代 ,志 村 雅 彦:閉 じ

こ も り が ち な 高 齢 者 を 支 え る 住 民 の 力 量 形 成 の 過 程 と 大 学 研

究 者 の 役 割 一 現 場 保 健 婦 と の 実 践 研 究 を 通 し て 一,旦.:,.

看 藷{単 全 言夫2000,(1).69-75.

15)三 上 洋(2000).高 血 圧 症 治 療 とQOL.円 本 臨/(2000年

臨 時 増 刊 暑 、 「高 血 圧(下 巻)i),36-39.

16)三 上 洋(2000).実 践 的 な 降 圧 療 法 と患 者 指 導ACE阻 害 薬

と利 尿 薬 併 用.ModemPhysician20(3),357-359.

17)三 上 洋(2000).心 拍 数 と心 血管 病 リス ク.74400-401.

18)三 上洋(2000)・ 絶 望 感 と 高 血圧 発 症.血 圧7(6),614-615.

19)三 上洋(2000),成 人病 の 治療 一QOLを 中 心 に一 高 血 圧

MedicamentNews.平 成12年8月15日d.

20)白 井 文恵,川 口真紀子,土 肥義 胤,田 中春美(2000):母 乳の保

存 温度 が母乳中に混入 した細菌 の生残に与える影 響.母 性壷

生鋤 印刷 中.

21)白 井 文恵,土 肥義胤(2000):手 指表皮上の常在菌 に対す る消

毒薬 「ハ イエス ト」の効 果.新 葵 と臨 庚49`10、,1062-1066.

単行本(薯書,翻 訳本)

1)早	 川 和生他(2000),ふtこ の育 県:ふ た ごみっ この赤ち ゃん

廃育て るために.厚 生省児童家庭局母子保健課.

2)早	 川 和 生他(2000).ノi、六な 未 ち ゃ ん:ノ トさ ぐ崖 史 れ た 赤 ち ゃ

ん汐育て るために.厚 生省児童家庭局母子保健課 ・

3)稲 本 一夫,早 川和 生(2000).医療 科学第2版,医 歯薬 出版.

4)早	 川 和生(2000).多胎家庭 が利用 可能な社会保 障制度.横 山

美江編.双 子 ・髢つ子 ・四つ子 ・五つ子 の育 環指遵 の手び 青
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(143-145)・医歯薬 出版.

5)早	 川和生(2000).双子 の個 別化を促すための:両 親 のた めの


ガイ ドライ ン.吉 井一美編.ツ イ ンスター(p.19).


6)早 川和生監修(2000)・企護 の孅L悩 みの糸且 を求め工

(p.3)・ 一橋 出 版,

7)早 川 和 生(2000).論 文 構 成 とま とめ 方.松 木 光 子,小 笠 原 知

編 ・これ か らの 看 諄 研 究!其 礎 と応 用(149-158).広 川 書 店.

8)早 川和生監修(2000)・企護福祉±国家試験⊥翌 且a全D

矗 訌 版.福 祉教 育 研 究 指 導 会編 著.一 橋 出 版.

9)三 上洋(2000).β 遮 断 薬 のQOLへ の 影 響,荻 原 、 築 山、 横

山編,8礁 断 葵 のす べ て(pp.270-277).東 京:先 端 医 学社.

10)三 上洋(2000).ア ン ジオ テ ン シ ンII受 容体 拮 抗 薬 とQOM荻

原 、猿 田 、永 井 、 日和 田 、藤 田 編,『 心 而管 系疾 壌 と レニ ン ・

、こ"一 、 こ 、 覧 、 こ"一 、 ミ 、II蜘

捨 抗 葵 によ る検 訐一(pp.232-239).東 京:先 端 医学 社.

11)三 上 洋(2000).ア ンジ オ テ ン シ ンII受 容 体 拮 抗 薬 とQOM荻

原 、 菊 池 、 猿 田 、 島 本 、 日和 田 編,『AH番 容 体 捨 坊 華 のす

べ て(第2版}j`pp.307-312).東 京:先 端 医学 社.

12)伊 藤 美 樹 子,山 崎 喜 比 古 ,木 村知 香 子(2000)・9章 ス トレス対

処 能 力SOCと 生 き が い,山 崎 喜 比 古,瀬 戸 信 一郎 編,HIV威 簗

・ ・ 一'参1-》	 、一

(p.120-133)。 東 京:有 信 堂 高 文 社.

3.学 会 発 表(抄 録,Proceeding)

1)早	 川和 生,他(2000).新 たな世界を切 り拓 く看 護職,様 々な

分野 で活躍す る看護職 の実践報 告,第26同:.._;研 突学

会丿千葉.

2)小 田桂子,坪 井千賀, .早川 和生(2000)・乳 幼児期 における多

胎児 の言語発達の遅れ とTwin一眦 現象,第3同 円水地域看

護堂会丿東京.

3)草	 野恵美子,依 藤史郎,早 川和生(2000).圧 迫負荷時にお け

る皮膚酸素量動態 と自律 神経 との関連,第26同R太 看藷研

究堂 会レ千葉.

4)林	 美貴子,浦 佳代,尾 ノ井美 由紀,加 藤憲司,曽 木茜,本 多智

佳,早 川 和生(2000)・大 阪府 茨木市における住 民健診 結果

デー タの経年変化 の分析,59・ ハ'△ 群馬.

5)本	 多智佳,早 川和生(2000).介 護度に関連したQOLの 計量的

研究 ～第1報 ～,第59回 日木公衆衝仕学会.群 馬.

6)曽	 木茜,早 川和生(2000)・ライフスタイル と免疫機能 の双生

児同胞間比較 の研究,第59同R太 公衆衝 牛学会.群 馬,

7)早	 川 和生,加藤セ ツ(2000)・多胎 児を生み育てる家族への保健

サー ビスを考える集会.59ロ バ4'△ △. 

$)MasuoK,MikanuH,KawaguchiH,OgiharaT,TuckML(2000).
 

Geneticinfluencesofobesityandbloodpressurelevels.49thAn-

nuatJclentificSession,AmericanColleeeofCardioloev.Anaheim,


CへUSA, 

9)MasuoK,MikamiH,OgiharaT,TuckML(2000).:Afamilyhis-

toryofobesity,afamilyhistoryofhypertensionandbloodpressure
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levels.TheFifteenthScientificMeetineoftheAmericanSocietyof


旦Ypertension.NewYork,NY,USA.
 

10)MasuoK,MikamiH,OgihazaT,TuckMI.(7AOO)
 .:Differentmecha-

nismsinweightloss-inducedBPfallbetweenshort-termobesity
 

andlong-termobesity.TenthEuropeanMeetingonHypertension
 

Gothenbure,Sweden.
 

11)MasuoK,MikamiH,OgiharaT,TuckML(2000)
 .:Weightgain
 

inducedBPelevationandweightreductioninducedBPreduction
 .
 

TenthEuropeanMeetineonHwertensionGothenbure
 .,Sweden..
 

12)MasuoK,MikamiH,OgihazaT,TuckML(ZOOO)
 .:Familyhistory
 

ofobesityandfamilyhistoryofhypertensioncontributetoBPel-

evationinalongitudinalstudyof2yeazs.TenthEuropeanMeeting
 

onHvaertension.Gothenburg,Sweden.
 

13)MasuoK,MikamiH,OgihazaT,TuckML(2000).:Effectofweight
 

reduction,ACEinhibitorandangiotensinIIantagonistonobesity
 

hypertension.18thScientificMeetineoftheInternationalSocie


ofHWertension.Chicago,皿 りUSA .
 

14)MasuoK,MikamiH,OgihazaT,TuckML(2000)
 .:Familyhistory
 

ofobesityandhypertensioncontributetosympatheticactivityin
 

youngmen.18thScientificMeetineoftheInternationalSocie
 

ofHvgertension.Chicago,IL,USA.
 

15)MasuoK,MikamiH,OgiharaT,TuckMI
 .(2000).:Plasma
 

insulinlevelmodulatesplasmaleptinlevel
 
,butdoesnotBP
 

levelindiabetes.18thScientificMeetingoftheInternational
 

SocietyofHvnertension.Chicago,IL,USA
 .
 

16)MasuoK,MikamiH,OgiharaT,TuckML{2000)
 .:Differencesin 

mechanismsbetweenweightlosssensitiveandinsensitiveBPre-

ductioninobesesubjects.54thAnnualFallConferenceandScien-

tificsessionsoftheCouncilforHiehBloodPressureReseazch 

October24-27.WashingtonD.C.USA. 

17)MasuoK,MikamiH,OgiharaT(7AOO).:Mechanismsinobesity-

relatedhypertensioninhumans.JacksonCazdiovasculazRena]

Mee血g,Jackson.MS,USA,(TheNewInvestigatorAwaz〔 ㎏). 

18)MasuoK,MikamiH,Kawaguchi 
,TuckML(2000).Sympathetic
 

OveractivityinFamilialObesity.TheScientiffcSessions2000
 
, 

AmericanHeartAssociation.NewOrleansLA,USA.

19)舛 尾 和 子 、 三 上 洋 、 荻 原 俊 男(2000).体 重 減 少 は 肥 満 高 血 圧

患 者 の 薬 物 治 療 に 優 先 す る.卩 ∠a"△

大 阪.

20)三 上 洋(2000).教 育 講 演 「老 年 者 高 血 圧 の 特 徴 と治 療 」
.盛 廴

2且 巳杢 老 生 医 堂 会rp?_会 亠 大 阪.

21)三 上 洋(2000).高 血 圧 の 発 症 を め ぐ る 諸 因 子 の 経 時 的 変 化 ・籃

19ロ ミ'・ 菖 一 》、 ・一 大 阪 .

22)舛 尾 和 子 、三 上 洋 、荻 原 俊 男(2000).肥 満 高 血 圧 患 者 の 体 重 減

量 に よ る 降 圧.Fl太 高 血 圧 単 会.福 岡.

23)舛 尾 和 子 ・三 上 洋 、荻 原 俊 男(2000).交 感 神 経 活 動 性 の 亢 進 は

肥 満 の 発 症 因 子 の 一 つ で あ る.心'冒'△'


会 丿大 阪.
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24)舛 尾和子、三上洋、荻原俊男(2000).体 重減量 プログラム非

成功者の降圧機序.面 圧管琿研究会.京 都.

25)小 林京子,古 屋 由美子,吉 田綾,伊 藤美樹子,三 上洋

(2000).疾患 ・障害児童の学校行事参加 にみ る保護者 ・学

校 ・医療の連携.第3同Fl木 地域看 講学全,東 京.

26)吉 田綾,古 屋 由美子,小 林京子,伊 藤美樹子,三 上洋

(2000).病児 ・障害児 の主介護者 の蓄積疲労度 につ いて 一主

介助者の受容 と介 助状況 との関連の検 討一 ・D回 且杢地

域盤 東京.

27)伊 藤 美樹子,榊 原一恵,熊 谷香代 子,熊 谷た まき,山 崎喜比

古,松 友庸子,枅 川文子,山 田寿子:点 頭てんかん児の療育

環境 の実状(1)-20余 年前 との比較か ら一,紲 回且杢公

衆鵆 牛学全総会.群 馬.

28)榊 原一恵,伊 藤 美樹 子,山 崎喜比古,熊 谷香代子,熊 谷 たま

き,松 友庸子,枅 川文子,山 田寿子:点 頭てんかん児 の療育

環境 の実状(2)-20余 年 前 との比較か ら一,型 回且杢公

衆衝牛学x総 会.群 馬.

29)小 林京子,古 屋由美子,吉 田綾,伊 藤美樹 子,三 上洋

(2000).疾患 ・障害児童の保護者 と学校 ・医療 との連携,籃

一 群馬 ・

30)臼 井香苗,三 上洋,伊 藤 美樹 子(2000).地域在住 高齢者 のソー
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D-JAPANinternationalmsiumonmicrobiolo60.
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器具の管理;手 術部ナースの立場か ら.第4同 小県内祖鐘 奉
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ノースカ ロライナ大学救命救急セ ンター との意識調査 を行っ

.て一・2口 △ ∠ △.

17)岡 本典子、中山正俊 、藪下泰世、京 力深穂(2000) .小児の内服

薬誤注入事故 防止 のため の経腸専用ルー トの有効性.31回

Rホ 看藷単会ノM甲看誨.

18)石 井豊恵、大野 ゆう子、笠原聡子 、佐伯有香 、安藤邦子 、福
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定の試み.26・ 殖ム 盆'△.

20)神 谷 千鶴(1!1).慢 性 血液透析 患者 の健康行動 に対す るセル フ

エフィカシーと患者属性 との関連 一一 〇 護堂

鎧

21)井 上有美子、小濱敬子(2000).精神分裂病患者の病感の経時的

変化 に関す る研究 一ビジュアル ・アナ ログ ・スケール による

調査 とセル フケア レベル の検討 を通 して一第 雄 琶護堂
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おけ る自己抜去事故 の実態調査 一事故報告書 の分析よ り一(救

一58一

命救急セ ンター).

19)永 松彩子,坂 根 由香里,西 村 さや か(2000.12)尺 度 を用 い

た疼痛 の客観的評価 を試みて(放射線科)・


